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論 文 内 容 の 要 旨 
 植物細胞壁は活発な代謝の場であり、細胞成長の調節において重要な役割を果たしている。細胞壁の代謝回
転は、細胞壁中に存在する様々な酵素の働きで調節されているが、まだその分子構造や作用機作が不明な酵素
も多い。双子葉植物の一種であるエンドウ芽生え細胞壁にα－アミラーゼが存在することが報告されている。
しかし、細胞壁中にはアミラーゼの基質が存在していないと考えられており、この酵素の生理学的機能は未だ
明らかになっていない。本研究では、双子葉植物とは細胞壁構造が異なる単子葉イネ科植物において、細胞壁
アミラーゼの存在を確認するとともに、この酵素の細胞成長との関係及びその酵素的特性について解析した。 
 黄化オー トムギ芽生えを用いて、磨砕法と遠心法により細胞壁酵素画分を得た。磨砕後、十分に洗浄した後
の抽出液にはアミラーゼ活性はなかったが、その後高濃度の塩で抽出した細胞壁酵素画分中に高い活性が検出
された。また、磨砕法に比べて細胞質の混入が少ない遠心法を用いても、アミラーゼ活性が回収された。よっ
て、イネ科植物の細胞壁中にもアミラーゼが存在することが示された。また、黄化オートムギ及びトウモロコ
シ芽生えで成長に伴う細胞壁アミラーゼ活性の変化を測定した結果、いずれの器官でも活性は成長に伴って急
激に上昇し、成長が止まるとともに低下した。すなわち、細胞壁アミラーゼが細胞成長に関わることがわかっ
た。さらに、両植物から細胞壁アミラーゼの精製を行い、オートムギおよびトウモロコシからそれぞれ２種の
酵素を得た。これらのうち、オートムギから得られた１種については、その酵素的特性の解析結果から、新規
のβ-アミラーゼであることが明らかになった。 
 以上の結果より、単子葉イネ科植物の細胞壁中には複数の種類の新規アミラーゼが存在しており、植物の成
長調節に関わることが初めて明らかになった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 植物細胞の最外層を構成する細胞壁は活発な代謝の場であり、細胞成長を初めとする様々な生理機能の調節
において重要な役割を果たしている。細胞壁の代謝回転は、100種類を超える細胞壁酵素の働きによって調節さ
れているが、分子構造や作用機作が明らかになっていない酵素も多い。その一つにアミラーゼがある。双子葉
植物であるエンドウ芽ばえでは細胞壁中にα-アミラーゼが存在することが報告されている。しかし、細胞壁中
にはアミラーゼの基質が存在しておらず、この酵素の生埋学的機能は明らかでなかった。本論文の著者は、双
子葉植物とは細胞壁構造が異なる単子葉イネ科植物において細胞壁アミラーゼの存在を確認するとともに、こ
の酵素の細胞成長との関係及びその酵素的特性について明らかにした。 
 黄化オー トムギ芽ばえを用いて、磨砕法と遠心法により細胞壁酵素画分を得た。磨砕後に十分に洗浄した後
の抽出液中にはアミラーゼは存在しなかったが、その後高濃度の塩溶液で抽出した細胞壁酵素画分中に高い活
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性が検出された。また、磨砕法に比べて細胞質の混入が少ない遠心法を用いてもアミラーゼ活性が回収された。
このようにして、イネ科植物の細胞壁中にもアミラーゼが存在することが確認された。また、黄化オートムギ
及びトウモロコシ芽ばえで各器官の成長に伴う細胞壁アミラーゼ活性の変化を測定した結果、いずれでも活性
は成長に伴って急激に上昇し、成長が止まるとともに低下した。すなわち、細胞壁アミラーゼが細胞成長に関
わることがわかった。さらに、両植物から細胞壁アミラーゼの精製を行い、数種の新規酵素を得た。中でも、
オートムギから得られた１種は、興味深い酵素的特性を持つ新規β‐アミラーゼであることが示された。 
 本研究の結果、イネ科植物の細胞壁中には複数種の新規アミラーゼが存在しており、協調的に働いて植物の
成長調節に関与することが初めて明らかになった。これらの研究成果は、植物の基本的な生理機能や代謝の調
節機構の理解に大いに寄与するものであり、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
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